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わ
が
国
の
家
庭
用
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
要
は
、戦
後
一
貫
し
て
増
加
基
調
で

推
移
し
て
き
た
。
京
都
議
定
書
の
目
標
年
が
ス
タ
ー
ト
す
る
二
〇
〇
八
年

を
目
前
に
控
え
、家
庭
部
門
は
、同
じ
民
生
部
門
の
業
務
部
門
や
車
等
の

運
輸
部
門
と
並
ん
で
、そ
の
増
加
が
著
し
い
こ
と
も
あ
り
、温
暖
化
ガ
ス
削

減
の
重
点
部
門
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
家
庭
部
門
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
消
費
の
増
加
は
、①
一
世
帯
あ
た
り
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
要
の
増
加（
家

庭
用
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
原
単
位
の
増
加
）と
、②
世
帯
数
の
増
加
の
両
者
が

相
ま
っ
て
推
移
し
て
き
た
こ
と
に
よ
っ
て
い
る
。
前
者
は
、家
庭
で
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
利
用
に
よ
る
様
々
な
利
便
性
や
快
適
性
の
向
上
に
起
因
す
る
こ
と
は

論
を
ま
た
な
い
。
後
者
の
世
帯
数
の
増
加
は
、戦
後
一
貫
し
て
世
帯
分
離

が
進
行
し
、多
世
代
同
居
世
帯
か
ら
い
わ
ゆ
る
核
家
族
世
帯
の
増
加
に
よ

り
世
帯
数
の
増
加
傾
向
が
続
い
て
い
る
こ
と
に
よ
る
。
さ
ら
に
近
年
で
は
、

高
齢
者
世
帯
の
み
な
ら
ず
若
年
世
代
に
お
い
て
も
単
身
世
帯
が
増
加
す

る
傾
向
に
あ
る
。
一
方
で
、二
〇
〇
五
年
を
境
に
、わ
が
国
の
人
口
は
減
少

局
面
に
入
っ
た
こ
と
は
周
知
の
と
お
り
で
あ
る
。し
た
が
っ
て
、い
ず
れ
家
庭

用
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
要
も
増
加
基
調
か
ら
減
少
へ
と
転
ず
る
も
の
と
予
想
さ

れ
る
。 

　
本
稿
で
は
、世
帯
あ
た
り
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
の
動
向
、す
な
わ
ち
家
庭

用
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
原
単
位
に
焦
点
を
当
て
て
、そ
の
需
給
の
動
向
と
将
来

展
望
を
試
み
て
み
た
い
。 

      

　
わ
が
国
の
家
庭
用
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
原
単
位
は
、一
九
七
〇
年
で
は
二
六

六
一
七
Ｍ
Ｊ（
メ
ガ
ジ
ュ
ー
ル
）／
世
帯
・
年
で
あ
っ
た
が
、二
〇
〇
〇
年
に
は

一
・
八
倍
の
四
七
七
六
七
Ｍ
Ｊ
／
世
帯
・
年
に
増
加
し
て
い
る
。こ
の
三
〇
年

家
庭
用
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
の
動
向 

は
　
じ
　
め
　
に 

中
上
　
英
俊   W
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間
の
年
平
均
伸
び
率
は
、

二
・
〇
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
っ

た（
図
１
、図
２
参
照
）。 

　
エ
ネ
ル
ギ
ー
種
別
消

費
量
を
見
る
と
、
電
気

は
三
・
五
倍（
年
平
均
伸

び
率 :  

四
・二
パ
ー
セ
ン
ト
）、

都
市
ガ
ス
は
二
・
一
倍（
同 

: 

二
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
）、Ｌ

Ｐ
Ｇ
は
二
・
〇
倍（
同 : 

二
・

三
パ
ー
セ
ン
ト
）、灯
油
は

一
・
五
倍（
同 : 

一
・
三
パ

ー
セ
ン
ト
）に
、そ
れ
ぞ
れ

増
加
し
て
い
る
。 

　
一
方
、
一
九
七
〇
年

に
は
、石
炭
や
豆
炭
・
練

炭
と
い
っ
た
固
体
燃
料
が

全
体
の
一
八
パ
ー
セ
ン
ト

を
占
め
て
い
た
が
、現
在

で
は
姿
を
消
し
て
い
る
。

す
な
わ
ち
、
三
〇
数
年

前
に
は
、ま
だ
家
庭
の
中

で
固
体
燃
料
が
使
わ
れ

て
い
た
わ
け
だ
。
ち
な
み

に
、一
九
七
〇
年
に
お
け

る
エ
ネ
ル
ギ
ー
種
別
消
費

構
成
比
は
、電
気 : 

一
八
・

八
パ
ー
セ
ン
ト
、都
市
ガ
ス 

: 

二
一
・
二
パ
ー
セ
ン
ト
、

Ｌ
Ｐ
Ｇ : 

一
二
・
一
パ
ー
セ

ン
ト
、灯
油 : 

三
〇
・
四
パ

ー
セ
ン
ト
、石
炭
そ
の
他
固
体
燃
料 : 

一
七
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
っ
た
。二
〇

〇
〇
年
で
は
、電
気 : 

三
六
・
六
パ
ー
セ
ン
ト
、都
市
ガ
ス : 

二
四
・
七
パ
ー
セ
ン

ト
、Ｌ
Ｐ
Ｇ : 

一
三
・
六
パ
ー
セ
ン
ト
、灯
油 : 

二
五
・
二
パ
ー
セ
ン
ト
と
な
っ
て

お
り
、電
気
の
シ
ェ
ア
が
倍
増
し
て
い
る
。 

　
こ
の
間
の
所
得
の
推
移
を
勤
労
者
所
得
の
値
で
見
る
と
、一
九
七
〇
年

で
は
一
三
八
万
円
／
世
帯
・
年
で
あ
っ
た
が
、二
〇
〇
〇
年
に
は
約
五
倍
の

六
七
三
万
円
／
世
帯
・
年（
年
平
均
増
加
率 : 

五
・
四
パ
ー
セ
ン
ト
）へ
と
増

加
し
た
。こ
れ
を
消
費
者
物
価
指
数
で
実
質
化
し
た
値
で
見
る
と
、そ
の
伸

び
は
一
・
六
倍（
同 : 

一
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
）で
あ
る
。
す
な
わ
ち
実
質
所
得
の

伸
び
以
上
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
は
増
加
し
た
こ
と
に
な
る
。 

　
用
途
別
に
見
る
と
、暖
房
用
は
一
・
一
倍（
年
平
均
伸
び
率 : 

〇
・
三
パ
ー

セ
ン
ト
）、冷
房
用
は
九
・
四
倍（
同 : 

七
・
八
パ
ー
セ
ン
ト
）、給
湯
用
は
二
・
六

倍（
同 : 

三
・
二
パ
ー
セ
ン
ト
）、厨
房
の
煮
炊
き
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
〇
・
四
パ
ー

セ
ン
ト
減（
同 : 

マ
イ
ナ
ス
〇
・
一
パ
ー
セ
ン
ト
）、家
電
製
品
や
照
明
等
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
消
費
は
三
・
三
倍（
同 : 

四
・
一
パ
ー
セ
ン
ト
）と
な
っ
て
い
る
。 

　
暖
房
用
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
の
増
加
が
予
想
以
上
に
低
く
、反
対
に
冷

房
用
が
著
し
く
高
い
伸
び
を
示
し
て
い
る
の
が
特
徴
的
で
あ
る
。
一
九
七
〇

年
に
お
け
る
暖
房
用
機
器
は
、今
で
は
姿
を
見
る
こ
と
が
な
く
な
っ
た
開
放

型
の
石
油
ス
ト
ー
ブ
で
あ
っ
た
。
そ
の
普
及
率
は
、や
っ
と
一
家
に
一
台
の
水

準
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、居
間
に
一
台
の
ス
ト
ー
ブ
の
あ
る
生
活
が
北
海

道
以
外
で
は
一
般
的
で
あ
っ
た
。
そ
れ
が
二
〇
〇
〇
年
に
は
、フ
ァ
ン
ヒ
ー
タ

ー
や
冷
暖
房
兼
用
エ
ア
コ
ン
の
普
及
に
よ
り
、一
家
に
四
台
の
何
ら
か
の
暖

房
器
具
が
普
及
す
る
レ
ベ
ル
ま
で
向
上
し
た
。
台
数
レ
ベ
ル
で
見
る
限
り
、四

倍
の
水
準
向
上
を
見
た
わ
け
だ
が
、エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
は
一
〇
パ
ー
セ
ン

ト
の
増
加
に
止
ま
っ
て
い
る
。エ
ア
コ
ン
の
効
率
向
上
、住
宅
の
保
温
構
造
化

の
進
展
が
寄
与
し
た
結
果
、省
エ
ネ
ル
ギ
ー
効
果
が
得
ら
れ
た
も
の
と
考
え

ら
れ
る
。
し
か
し
、欧
米
先
進
諸
国
で
は
標
準
的
で
あ
る
、全
館
暖
房
方
式

の
い
わ
ゆ
る
セ
ン
ト
ラ
ル
ヒ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
普
及
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い（
図

３
参
照
）。 

　
一
方
、冷
房
機
器
は
、一
九
七
〇
年
に
は
、そ
の
普
及
率
は
〇
・
〇
九
台

／
世
帯
と
、ほ
と
ん
ど
普
及
が
見
ら
れ
な
か
っ
た
が
、二
〇
〇
〇
年
に
は
二
・
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図4　冷房用エネルギー消費原単位と冷房用器具普及台数 

出典：住環境計画研究所　「家庭用エネルギー統計年報」 
内閣府　「家計消費の動向」 
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内閣府　「家計消費の動向」 
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出典：住環境計画研究所　「家庭用エネルギー統計年報」 
内閣府　「家計消費の動向」 
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一
方
、冷
房
機
器
は
、一
九
七
〇
年
に
は
、そ
の
普
及
率
は
〇
・
〇
九
台

／
世
帯
と
、ほ
と
ん
ど
普
及
が
見
ら
れ
な
か
っ
た
が
、二
〇
〇
〇
年
に
は
二
・

二
台
／
世
帯
へ
と
二
〇
倍
以
上
の
普
及
と
な
っ
て
い
る
。こ

の
値
は
北
海
道
を
含
む
平
均
値
で
あ
る
か
ら
、温
暖
な
地

域
に
あ
っ
て
は
、一
家
に
三
台
、四
台
と
い
っ
た
普
及
が
一

般
的
で
あ
ろ
う
。
冷
房
も
機
器
レ
ベ
ル
で
は
、暖
房
同
様
各

室
に
一
台
の
水
準
ま
で
普
及
が
進
展
し
た
こ
と
に
な
る
。

こ
れ
を
受
け
て
、冷
房
用
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
は
急
速
な
増

加
を
遂
げ
た
わ
け
だ（
図
４
参
照
）。 

　
給
湯
は
、一
九
七
〇
年
頃
で
は
、ま
だ
、台
所
や
洗
面
所

で
お
湯
が
使
え
る
生
活
は
願
望
の
時
代
で
あ
っ
た
。
家
庭

に
お
け
る
お
湯
の
使
用
は
、ほ
と
ん
ど
が
お
風
呂
に
限
ら

れ
て
い
た
時
代
で
あ
り
、さ
ら
に
こ
の
時
代
で
は
、ま
だ
風

呂
の
な
い
世
帯
も
少
な
く
な
か
っ
た
。
一
九
七
三
年
で
の

風
呂
の
世
帯
普
及
率
は
七
三
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
っ
た
の
に

対
し
、二
〇
〇
三
年
に
は
九
六
パ
ー
セ
ン
ト
と
、ほ
ぼ
各
世

帯
に
風
呂
が
普
及
し
た
こ
と
に
な
る
。
給
湯
用
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
消
費
量
は
、一
九
七
〇
年
か
ら
一
九
八
〇
年
に
か
け
て

急
激
な
増
加
を
示
し
、以
降
八
〇
年
代
に
は
増
加
傾
向

は
一
段
と
緩
や
か
に
な
り
、九
〇
年
代
に
入
る
と
そ
の
増

加
は
止
ま
り
、横
ば
い
の
水
準
で
推
移
し
て
い
る（
図
５
参

照
）。 

　
家
電
製
品
・
照
明
等
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
は
、一
貫
し
て

増
加
基
調
に
あ
り
、い
ま
だ
増
加
が
続
い
て
い
る
。
一
九
七

〇
年
に
お
け
る
テ
レ
ビ
は
、い
ま
だ
白
黒
テ
レ
ビ
が
主
流
で
、

世
帯
普
及
率
は
九
一
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
り
、普
及
が
加
速

し
つ
つ
あ
っ
た
カ
ラ
ー
テ
レ
ビ
は
四
三
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
で
、両

者
の
合
計
は
一
三
四
パ
ー
セ
ン
ト
と
、す
で
に
一
家
に
一
台

以
上
の
テ
レ
ビ
普
及
が
見
ら
れ
て
い
た
。そ
の
他
の
主
要
な

家
電
製
品
で
あ
る
冷
蔵
庫
は
、一
七
〇
リ
ッ
ト
ル
ク
ラ
ス
の

も
の
が
主
流
で
あ
っ
た
。
そ
の
普
及
率
は
、一
九
七
〇
年
で

九
四
・
四
パ
ー
セ
ン
ト
と
、ほ
ぼ
一
世
帯
に
一
台
の
水
準
に

達
し
て
い
た
。こ
れ
が
二
〇
〇
〇
年
で
は
、普
及
率
は
一
〇
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〇
パ
ー
セ
ン
ト
を
超
え
、三
〇
〇
リ
ッ
ト
ル
以
上
の
大
型
の
も
の
が
七
八
パ
ー

セ
ン
ト
、三
〇
〇
リ
ッ
ト
ル
未
満
の
も
の
が
四
三
・
四
パ
ー
セ
ン
ト
と
な
っ
て
お

り
、普
及
率
の
増
大
と
共
に
大
型
化
が
進
ん
で
い
る
こ
と
が
特
徴
で
あ
る

（
前
ペ
ー
ジ
図
６
参
照
）。 

　
厨
房
用
の
煮
炊
き
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
は
、他
の
用
途
と
は
異
な
り
、こ

の
三
〇
年
間
で
若
干
の
減
少
傾
向
を
示
し
て
い
る
。
そ
の
最
大
の
原
因
は
、

世
帯
員
数
の
減
少
が
考
え
ら
れ
る
。
一
九
七
〇
年
に
は
三
・
五
五
人
／
世

帯
で
あ
っ
た
が
、二
〇
〇
〇
年
に
は
二
・
六
六
人
／
世
帯
へ
と
二
五
パ
ー
セ
ン

ト
減
少
し
て
い
る
。 

　
各
用
途
別
の
シ
ェ
ア
は
、一
九
七
〇
年
で
は
、暖
房 : 

四
四
・
四
パ
ー
セ
ン

ト
、冷
房 : 

〇
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
、給
湯
二
二
・
九
パ
ー
セ
ン
ト
、家
電
製
品
・
照

明
等 : 

一
六
・
〇
パ
ー
セ
ン
ト
、厨
房
煮
炊
き : 

一
六
・
二
パ
ー
セ
ン
ト
と
、暖

房
用
が
最
大
の
シ
ェ
ア
を
占
め
て
い
る
。二
〇
〇
〇
年
で
は
、暖
房 : 

二
七
・

四
パ
ー
セ
ン
ト
、冷
房 : 

二
・
四
パ
ー
セ
ン
ト
、給
湯 : 

三
三
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
、

家
電
製
品
・
照
明
等 : 

二
八
・
四
パ
ー
セ
ン
ト
、厨
房
煮
炊
き : 

八
・
三
パ
ー
セ

ン
ト
と
、給
湯
用
が
最
大
用
途
と
な
っ
て
い
る
。 

      

　
さ
て
、以
上
見
て
き
た
よ
う
に
、過
去
の
三
〇
年
間
に
お
け
る
わ
が
国
の

家
庭
用
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
は
、ほ
ぼ
一
貫
し
て
増
加
基
調
で
推
移
し
て
き
た
。

こ
の
三
〇
年
間
は
、あ
ら
ゆ
る
意
味
で
快
適
性
・
利
便
性
の
向
上
を
追
求
し
、

豊
か
さ
を
獲
得
す
る
た
め
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
依
存
度
を
高
め
て
き
た
こ
と
が
わ

か
る
。で
は
、こ
れ
か
ら
は
ど
の
よ
う
な
傾
向
を
た
ど
る
の
だ
ろ
う
か
？ 

　
海
外
の
先
進
諸
国
に
お
け
る
家
庭
用
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
と
比
較
す
る
と
、

わ
が
国
の
そ
れ
は
ま
だ
ま
だ
少
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。こ
れ
は
必
ず
し
も
、

わ
が
国
の
家
庭
に
お
け
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
が
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
的
で
あ
る
こ

と
を
意
味
し
な
い
。
わ
が
国
の
家
庭
に
お
け
る
世
帯
あ
た
り
エ
ネ
ル
ギ
ー
消

費
量
は
、ヨ
ー
ロ
ッ
パ
先
進
諸
国
の
お
お
む
ね
二
分
の
一
、北
米
の
三
分
の
一

の
水
準
に
あ
る（
図
７
参
照
）。 

　
こ
れ
ら
の
国
々
と
の
差
を
も
た
ら
す
要
因
の
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
は
暖
房

用
に
あ
る
と
言
っ
て
よ
い
。
わ
が
国
の
暖
房
用
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
は
、こ
れ
ら

の
国
々
の
五
分
の
一
〜
六
分
の
一
に
す
ぎ
な
い
。こ
れ
は
各
国
と
の
気
候
差

を
考
慮
し
て
も
圧
倒
的
に
低
す
ぎ
る
。
そ
の
理
由
は
暖
房
水
準
に
あ
る
。

他
国
は
例
外
な
く
全
館
終
日
暖
房
が
確
保
さ
れ
て
い
る
の
が
一
般
的
で
あ

る
。
も
し
、わ
が
国
の
暖
房
水
準
が
こ
れ
ら
の
国
と
同
等
レ
ベ
ル
に
な
る
な
ら

ば
、現
在
の
三
倍
程
度
の
暖
房
用
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
が
必
要
と
な
る
と
推
計

さ
れ
る
。 

　
他
方
、そ
の
他
の
用
途
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
は
、ア
メ
リ
カ
以
外
の
欧
州
諸

国
と
比
較
す
る
と
、む
し
ろ
わ
が
国
の
方
が
多
い
。 

家
庭
用
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
の
将
来 
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わ
が
国
の
家
庭
に
お
け
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
が
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
的
で
あ
る
こ

と
を
意
味
し
な
い
。
わ
が
国
の
家
庭
に
お
け
る
世
帯
あ
た
り
エ
ネ
ル
ギ
ー
消

　
他
方
、そ
の
他
の
用
途
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
は
、ア
メ
リ
カ
以
外
の
欧
州
諸

国
と
比
較
す
る
と
、む
し
ろ
わ
が
国
の
方
が
多
い
。 

　
用
途
別
に
将
来
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
要
を
考
え
て
み
よ
う
。 

 
　
① 

給
　
湯
　
用 

 

　
給
湯
用
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
は
、す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、一
九
七
〇
年
代

に
お
け
る
給
湯
設
備
の
急
速
な
普
及
拡
大
に
と
も
な
っ
て
急
増
し
た
が
、八

〇
年
代
に
入
っ
て
そ
の
傾
向
が
減
速
し
、九
〇
年
代
で
は
ほ
と
ん
ど
横
ば
い

で
推
移
し
て
い
る
。
わ
が
国
の
家
庭
に
お
け
る
給
湯
水
準
は
、ほ
ぼ
充
足
水

準
に
達
し
た
も
の
と
考
え
て
よ
い
。し
た
が
っ
て
今
後
は
、こ
の
水
準
で
推
移

し
て
い
く
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

　
② 

厨
　
房
　
用 

 

　
こ
の
需
要
は
す
で
に
十
分
に
水
準
レ
ベ
ル
に
あ
り
、最
近
で
は
減
少
傾
向

す
ら
う
か
が
え
る
。
世
帯
員
数
の
減
少
、外
食
化
傾
向
や
加
工
食
材
の
多
様

化
傾
向
な
ど
の
減
少
要
因
は
、今
後
と
も
緩
や
か
に
こ
の
消
費
を
減
少
さ
せ

る
か
も
し
れ
な
い
。い
ず
れ
に
し
て
も
増
加
は
見
ら
れ
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

　
③ 

暖
　
房
　
用 

 

　
最
も
先
行
き
が
予
測
し
づ
ら
い
用
途
で
あ
る
。八
〇
年
代
後
半
か
ら
エ
ネ

ル
ギ
ー
消
費
の
増
加
は
見
ら
れ
ず
、そ
の
冬
の
気
候
条
件
に
左
右
さ
れ
な
が

ら
安
定
的
に
推
移
し
て
い
る
。
先
述
の
よ
う
に
、わ
が
国
に
お
い
て
も
欧
米

並
み
の
全
館
暖
房
方
式
が
普
及
し
、冬
季
終
日
暖
房
を
施
す
よ
う
に
な
れ

ば
、現
状
の
三
倍
程
度
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
要
が
発
生
す
る
こ
と
に
な
る
。
し

か
し
、北
海
道
や
東
北
等
の
寒
冷
地
を
除
け
ば
、比
較
的
に
温
暖
な
気
候

下
に
あ
る
わ
が
国
の
場
合
、全
館
終
日
暖
房
と
い
う
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
は

シ
フ
ト
し
な
い
こ
と
が
十
分
に
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、徐
々
に
で
は
あ
る
が

居
住
水
準
向
上
へ
の
快
適
性
の
追
求
は
、若
い
世
代
を
中
心
に
進
展
し
つ
つ

あ
る
よ
う
に
も
観
察
さ
れ
る
。
世
代
交
代
が
暖
房
用
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
を

押
し
上
げ
る
要
因
に
な
り
そ
う
だ
。 

　
④ 

冷
　
房
　
用 

 

　
冷
房
用
は
急
速
に
消
費
を
増
加
さ
せ
た
用
途
で
あ
る
。し
か
し
、こ
の
用

途
も
、九
〇
年
代
後
半
か
ら
増
加
傾
向
に
か
げ
り
が
見
え
始
め
た
。ア
メ
リ

カ
の
よ
う
に
全
館
冷
暖
房
と
い
っ
た
住
宅
は
、ま
だ
わ
が
国
で
は
ほ
と
ん
ど

見
ら
れ
な
い
。
ま
た
、そ
れ
に
適
し
た
設
備
も
一
般
的
で
は
な
い（
全
館
暖

房
方
式
で
は
、居
室
レ
ベ
ル
で
は
床
暖
房
方
式
に
見
ら
れ
る
設
備
が
近
年
か

な
り
の
普
及
を
見
せ
て
い
る
）。こ
の
需
要
も
か
な
り
充
足
水
準
に
近
づ
い

て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
が
、若
年
世
代
を
中
心
に
し
た
需
要
の
増
加
は
十

分
に
考
え
ら
れ
る
用
途
で
あ
る
。 

 

　
⑤ 

家
　
電
　
製
　
品 

・ 

照
　
明
　
等 

 

　
こ
の
需
要
は
、欧
州
諸
国
と
比
較
す
る
と
、わ
が
国
は
、ド
イ
ツ
の
一
・

七
倍
、フ
ラ
ン
ス
の
一
・
三
倍
、イ
ギ
リ
ス
の
一
・
二
倍
、イ
タ
リ
ア
の
一
・
五
倍

と
大
き
く
上
回
っ
た
消
費
量
と
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
で
も
な
お
現
在
も
増

加
傾
向
が
続
い
て
い
る
。
確
か
に
家
庭
に
お
け
る
家
電
製
品
は
、今
な
お
大

型
化
や
多
機
能
化
が
続
い
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、家
庭
に
お
い

て
も
パ
ソ
コ
ン
の
普
及
は
上
昇
傾
向
に
あ
る
。テ
レ
ビ
も
従
来
型
の
Ｃ
Ｒ
Ｔ

タ
イ
プ
か
ら
プ
ラ
ズ
マ
タ
イ
プ
や
液
晶
タ
イ
プ
の
新
し
い
製
品
に
大
き
く
変

化
し
つ
つ
あ
り
、同
時
に
大
型
化
が
進
展
し
て
い
る
。
諸
外
国
で
は
一
般
的

で
な
い
多
機
能
ト
イ
レ
な
ど
も
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
を
押
し
上
げ
る
要
因
と

な
っ
て
い
る
。
最
も
将
来
需
要
の
予
測
が
困
難
な
用
途
で
あ
る
こ
と
は
間

違
い
な
い
。
人
々
の
利
便
性
や
快
適
性
向
上
へ
の
欲
求
を
ど
こ
ま
で
許
容

す
る
の
か
、難
し
い
問
題
を
抱
え
て
い
る
。 

　
以
上
の
よ
う
に
、わ
が
国
の
家
庭
用
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
要
で
は
、給
湯
や
厨

房
用
の
よ
う
に
、ほ
ぼ
充
足
水
準
に
達
し
た
と
見
ら
れ
る
需
要
が
あ
る
。
ま

た
、欧
米
と
比
べ
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
が
少
な
い
と
考
え
ら
れ
る
暖
房
用
が

あ
る
一
方
で
、家
電
製
品
・
照
明
等
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、今
な
お
増
加
を

続
け
る
用
途
が
混
在
し
て
お
り
、極
め
て
特
異
な
状
況
に
あ
る
の
が
現
状
で

あ
る
。
し
か
し
、言
う
ま
で
も
な
く
地
球
温
暖
化
防
止
に
向
け
て
、家
庭
に
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お
い
て
も
温
暖
化
ガ
ス
の
削
減
は
重
要
な
課
題
で
あ
る
。で
は
次
に
家
庭
に

お
け
る
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。 

      

　
わ
が
国
に
お
け
る
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
取
り
組
み
は
、二
度
の
石
油
危
機

を
契
機
に
し
て
始
ま
っ
た
。
一
九
七
三
年
の
第
一
次
石
油
危
機
に
続
き
、一

九
七
九
年
に
は
イ
ラ
ン
・
イ
ラ
ク
戦
争
か
ら
第
二
次
石
油
危
機
が
起
こ
っ
た
。

こ
れ
に
と
も
な
い
、原
油
価
格
は
二
〇
倍
近
く
に
ま
で
高
騰
し
た
の
だ
か

ら
、エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
の
削
減
は
、多
く
の
製
造
業
に
あ
っ
て
は
必
須
の
命
題

と
さ
れ
た
。
政
府
で
は
い
ち
は
や
く
こ
の
危
機
に
対
応
す
る
た
め
、当
時
の

通
商
産
業
省
に
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
を
創
設
し
た
。
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
で

は
、当
時
わ
が
国
の
一
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
七
七
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
た
石
油
へ

の
過
度
の
依
存
を
脱
却
す
る
と
の
目
的
で
脱
石
油
政
策
が
標
榜
さ
れ
推
進

さ
れ
た
。そ
の
中
に
あ
っ
て
、省
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
政
策
の
中
心
的
位
置
づ
け
を

期
待
さ
れ
た
。 

　
一
九
七
九
年
六
月
二
二
日
に
は
、い
ち
は
や
く
最
初
の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
法

で
あ
る
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
使
用
の
合
理
化
に
関
す
る
法
律
」
が
公
布
さ
れ
、

同
年
一
〇
月
一
日
施
行
さ
れ
た
。こ
の
中
で
家
庭
用
に
か
か
わ
る
基
準
と

し
て
、①
建
物
の
増
加
に
関
す
る
基
準
、②
家
電
製
品
の
中
で
ト
ッ
プ
を
切

っ
て
エ
ア
コ
ン
の
省
エ
ネ
基
準
が
制
定
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
同
時
に
、乗
用
自

動
車
に
関
す
る
省
エ
ネ
基
準
も
制
定
さ
れ
た
。
前
者
の
建
物
向
け
の
基
準

は
、「
建
て
主
の
努
力
義
務
」
と
さ
れ
て
お
り
、必
ず
し
も
強
制
で
は
な
い
ボ

ラ
ン
タ
リ
ー
な
規
制
で
あ
る
。
後
者
の
特
定
機
器
指
定
と
な
っ
た
エ
ア
コ
ン

は
、製
造
事
業
者
ま
た
は
輸
入
事
業
者
へ
の
規
制
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
後
、

前
者
は
二
度
の
改
訂
を
経
て
、一
九
九
九
年
に
、現
在
の
い
わ
ゆ
る
「
次
世

代
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
準
」
と
呼
ば
れ
る
住
宅
向
け
の
基
準
が
施
行
さ
れ
て
い

る
。し
か
し
、現
在
も
こ
の
基
準
は
規
制
で
は
な
い
た
め
、遵
守
率
が
必
ず
し

も
高
く
な
い
と
言
わ
れ
て
お
り
、住
宅
に
お
け
る
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
普
及
の

進
展
が
、今
ひ
と
つ
遅
れ
て
い
る
の
が
残
念
だ
。 

　
一
方
、家
電
製
品
等
の
基
準
は
、そ
の
後
、個
別
に
見
直
し
が
続
け
ら
れ

る
中
、同
じ
く
一
九
九
九
年
に
、こ
れ
ま
で
の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
目
標
値
の
設

定
方
式
が
見
直
さ
れ
、市
販
さ
れ
て
い
る
最
も
効
率
の
高
い
製
品
の
効
率

を
目
標
値
と
す
る
、い
わ
ゆ
る
「
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
方
式
」
と
呼
ば
れ
る
省
エ

ネ
ル
ギ
ー
基
準
が
制
定
さ
れ
た
。
製
造
事
業
者
へ
の
規
制
で
あ
る
こ
と
も
相

ま
っ
て
、こ
の
基
準
は
新
製
品
を
中
心
に
次
々
と
市
場
に
投
入
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
、消
費
者
の
新
規
購
入
や
買
い
替
え
に
と
も
な
っ
て
省
エ
ネ
ル
ギ
ー

が
進
展
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
当
初
は
テ
レ
ビ
、冷
蔵
庫
、エ
ア
コ
ン
と
い
っ
た

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
期
待 
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表1　トップランナー機器への買い替え効果 

10年前の製品と 
買い替えたことによる 
省エネ効果 

各製品の家庭での 
電力消費ウェイト 
（1990年） 

家庭全体の電力消費に 
対する省エネ効果 

3製品合計 

エアコン 

冷蔵庫 

テレビ 

◆新しい省エネ家電に買い替えることにより、家庭全体で大きな省エネ効果を発揮 

51％ 

73％ 

44％ 

25％ 

16％ 

9％ 

12.8％ 

11.7％ 28.4％ 

4.0％ 

19.523.2

代
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
準
」
と
呼
ば
れ
る
住
宅
向
け
の
基
準
が
施
行
さ
れ
て
い

る
。し
か
し
、現
在
も
こ
の
基
準
は
規
制
で
は
な
い
た
め
、遵
守
率
が
必
ず
し

に
な
り
、消
費
者
の
新
規
購
入
や
買
い
替
え
に
と
も
な
っ
て
省
エ
ネ
ル
ギ
ー

が
進
展
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
当
初
は
テ
レ
ビ
、冷
蔵
庫
、エ
ア
コ
ン
と
い
っ
た

主
要
な
製
品
か
ら
始
ま
っ
た
こ
の
制

度
は
、順
次
対
象
機
器（
特
定
機
器

と
い
う
）が
拡
大
さ
れ
、二
〇
〇
六

年
現
在
で
は
、乗
用
車
、小
型
貨
物

車
、エ
ア
コ
ン
、冷
蔵
庫
、冷
凍
庫
、

電
気
炊
飯
器
、電
子
レ
ン
ジ
、蛍
光
灯
、

シ
ャ
ワ
ー
ト
イ
レ
、テ
レ
ビ
、ビ
デ
オ
、

Ｄ
Ｖ
Ｄ
レ
コ
ー
ダ
ー
、パ
ソ
コ
ン
、マ
グ

ネ
テ
ィ
ッ
ク
デ
ィ
ス
ク
、複
写
機
、暖

房
用
ヒ
ー
タ
ー
、ガ
ス
調
理
器
、ガ
ス

温
水
器
、石
油
温
水
器
、自
動
販
売

機
、業
務
用
ト
ラ
ン
ス
の
合
計
二
一

品
目
が
特
定
機
器
に
指
定
さ
れ
て

い
る
。こ
の
基
準
は
世
界
中
か
ら
注

目
を
浴
び
て
お
り
、Ｅ
Ｕ
に
お
い
て
も
、

こ
れ
に
準
じ
た
基
準
作
り
が
模
索

さ
れ
て
い
る
そ
う
だ
。 

　
一
九
九
九
年
に
改
訂
さ
れ
た
、い
わ
ゆ
る
次
世
代
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
準
に

よ
る
、住
宅
の
保
温
構
造
化
に
よ
る
暖
房
用
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
削
減
効
果
に
よ

る
二
酸
化
炭
素
排
出
量
の
削
減
効
果
は
、一
九
七
九
年
に
制
定
さ
れ
た
最

初
の
基
準
に
比
べ
て
、約
半
分
の
排
出
量
に
な
っ
て
い
る
。
わ
が
国
の
住
宅
の

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
準
も
二
度
の
改
訂
を
経
て
、や
っ
と
国
際
水
準
に
近
づ
い

た
と
言
え
よ
う（
図
８
参
照
）。 

　
一
方
、ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
制
度
に
よ
る
家
電
製
品
等
の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
効

果
で
は
、今
後
大
き
な
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
効
果
が
見
込
ま
れ
る
。
た
と
え
ば
、現

在
所
有
し
て
い
る
一
〇
年
ほ
ど
前
の
テ
レ
ビ
、冷
蔵
庫
、エ
ア
コ
ン
を
、ト
ッ
プ

ラ
ン
ナ
ー
基
準
を
ク
リ
ア
し
た
新
製
品
に
代
え
る
だ
け
で
、家
庭
用
電
気
消

費
量
の
二
八
パ
ー
セ
ン
ト
が
削
減
さ
れ
る
と
い
う
試
算
も
あ
る
。
し
た
が
っ

て
、短
期
的
に
は
急
激
な
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
困
難
で
あ
っ
て
も
、長
期
的
に
見

れ
ば
、家
庭
に
お
け
る
家
電
製
品
等
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
は
大
幅
に
削
減
さ

れ
る
可
能
性
が
あ
る
と
言
え
よ
う（
表
１
参
照
）。 

      

　
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
と
も
に
期
待
さ
れ
て
い
る
の
が
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
だ
ろ
う
。

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
は
太
陽
や
バ
イ
オ
マ
ス
と
い
っ
た
い
わ
ゆ
る
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
や
、燃
料
電
池
の
よ
う
な
文
字
通
り
新
し
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
シ
ス

テ
ム
が
あ
る
。
住
宅
へ
の
普
及
と
し
て
は
、ま
ず
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
長
男
格
で

あ
る
太
陽
熱
利
用
が
あ
る
。
し
か
し
、最
近
は
そ
の
普
及
に
か
げ
り
が
見
ら

れ
寂
し
い
限
り
で
あ
る
が
、最
も
経
済
効
果
も
高
く
、石
油
代
替
効
果
も

大
き
い
こ
と
か
ら
再
び
脚
光
を
浴
び
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。そ
れ
に
は
旧

来
の
設
備
と
し
て
で
は
な
く
、よ
り
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
な
供
給
が
可
能
と
な
る

よ
う
な
、ガ
ス
や
灯
油
の
給
湯
器
と
一
体
と
な
っ
た
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
な
太
陽
熱

利
用
給
湯
シ
ス
テ
ム
の
開
発
普
及
が
望
ま
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
新
し
い
給

湯
機
器
と
し
て
近
年
市
場
を
賑
わ
し
て
い
る
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
式
給
湯
器
は

Ｃ
Ｏ
Ｐ（
※
）が
四
を
超
え
る
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、太
陽
熱
と
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ

ド
給
湯
器
な
ら
ば
Ｃ
Ｏ
Ｐ
換
算
値
は
、遙
か
に
そ
れ
を
上
回
る
ケ
ー
ス
が
多

い
だ
ろ
う
。 

　
も
う
一
つ
の
太
陽
利
用
で
あ
る
太
陽
光
発
電
は
、着
々
と
普
及
が
進
展

し
て
い
る
よ
う
だ
。
ま
だ
コ
ス
ト
は
割
高
だ
が
、投
資
額
と
発
電
量
に
基
づ

く
電
気
代
と
の
リ
タ
ー
ン
で
見
る
と
年
率
三
〜
四
パ
ー
セ
ン
ト
の
利
回
り
計

算
に
な
る
。
銀
行
に
預
け
る
よ
り
は
遙
か
に
経
済
的
だ
。
ち
な
み
に
太
陽
熱

の
場
合
は
六
〜
七
パ
ー
セ
ン
ト
の
利
回
り
が
見
込
め
る
。 

　
そ
の
他
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
場
合
は
、住
宅
に
あ
っ
て
は
、一
部
集

合
住
宅
等
を
除
く
と
戸
建
て
レ
ベ
ル
で
は
適
用
が
難
し
い
も
の
が
多
い
か
も

し
れ
な
い
。 

　
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
面
で
の
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
は
、現
在
フ
ィ
ー
ル
ド
テ

ス
ト
が
続
け
ら
れ
て
い
る
家
庭
用
燃
料
電
池
が
期
待
さ
れ
る
。
ま
だ
ま
だ

量
産
化
に
は
至
っ
て
い
な
い
た
め
コ
ス
ト
は
普
及
レ
ベ
ル
で
は
な
い
が
、将
来

標
準
化
が
進
み
、量
産
化
が
可
能
と
な
れ
ば
住
宅
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
地

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
期
待 
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㈱
住
環
境
計
画
研
究
所
所
長
、一
級
建
築
士
。
一
九
四
五
年
岡
山
県
生
ま
れ
。
七
〇
年
横
浜

国
立
大
学
大
学
院
工
学
研
究
科
修
士
課
程
修
了
、七
三
年
東
京
大
学
大
学
院
工
学
系
研
究

科
建
築
学
専
門
課
程
博
士
課
程
修
了
後
、住
環
境
計
画
研
究
所
を
創
設
し
現
在
に
至
る
。
著

書
は
、『
エ
ネ
ル
ギ
ー
新
時
代
』（
共
著
、省
エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
ン
タ
ー
）
、『
地
球
温
暖
化
問
題
ハ

ン
ド
ブ
ッ
ク
』（
共
著
、ア
イ
ビ
ー
シ
ー
）な
ど
。 

◎
中
上
　
英
俊
（
な
か
が
み
・
ひ
で
と
し
） 

図
を
一
変
さ
せ
る
可
能
性
を
秘
め
て
い
る
。
た
だ
し
、そ
の
普
及
に
は
、家

庭
に
お
け
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
要
構
造
が
重
要
な
意
味
を
持
つ
、す
な
わ
ち
エ

コ
ウ
ィ
ル
の
よ
う
な
家
庭
用
コ
ー
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
と
同
じ
く
、電
気
と
熱

の
利
用
の
バ
ラ
ン
ス
に
よ
り
総
合
効
率
が
大
き
く
左
右
さ
せ
ら
れ
る
可
能

性
が
あ
る
か
ら
だ
。
そ
の
意
味
か
ら
も
、家
庭
に
お
け
る
暖
房
や
冷
房
需
要

が
ど
の
よ
う
な
推
移
を
見
せ
る
か
は
ポ
イ
ン
ト
で
あ
ろ
う
。 

      

　
わ
が
国
の
家
庭
用
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
要
は
、生
活
水
準
の
向
上
、快
適
性
・

利
便
性
の
向
上
と
と
も
に
、一
貫
し
て
増
加
傾
向
を
続
け
て
き
た
。
し
か

し
、一
九
九
〇
年
代
半
ば
以
降
、増
加
傾
向
は
収
ま
り
、安
定
的
に
推
移
し

て
い
る
。
わ
が
国
の
家
庭
用
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
要
は
充
足
レ
ベ
ル
に
達
し
た
の
で

あ
ろ
う
か
？
　
暖
冷
房
需
要
は
い
ま
だ
欧
米
先
進
諸
国
と
比
較
し
て
低
水

準
に
あ
る
よ
う
に
も
見
ら
れ
る
。
一
方
、欧
米
水
準
を
超
え
る
よ
う
な
水

準
に
あ
る
と
見
ら
れ
る
家
電
製
品
等
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
は
、い
ま
だ
増
加

基
調
を
続
け
て
い
る
。い
ず
れ
に
せ
よ
今
後
は
、エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
の
削
減

が
至
上
課
題
に
な
る
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。 

　
一
方
、規
制
緩
和
の
波
を
受
け
て
、エ
ネ
ル
ギ
ー
産
業
界
全
体
で
の
競
合

が
家
庭
部
門
で
も
厳
し
さ
を
増
し
て
い
る
。こ
れ
ま
で
の
家
庭
部
門
で
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
利
用
地
図
は
、暖
房
は
灯
油
主
体
、給
湯
・
厨
房
は
ガ
ス
、冷
房
・

家
電
製
品
等
は
電
気
と
指
定
席
が
決
ま
っ
て
い
た
。
規
制
緩
和
以
降
は
、指

定
席
が
徐
々
に
自
由
席
に
変
わ
り
つ
つ
あ
る
よ
う
だ
。
し
か
し
、わ
が
国
全

体
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
給
構
造
の
安
定
化
か
ら
見
れ
ば
、エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
に
ベ

ス
ト
ミ
ッ
ク
ス
が
あ
る
よ
う
に
、需
要
に
お
い
て
も
ベ
ス
ト
ミ
ッ
ク
ス
が
あ
る
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
今
は
、そ
の
過
渡
的
段
階
に
あ
る
と
理
解
し
た
い
。 

　
い
ず
れ
に
せ
よ
、最
終
需
要
家
で
あ
る
消
費
者
に
と
っ
て
、最
適
な
エ
ネ
ル

ギ
ー
利
用
の
あ
り
方
を
提
案
し
、普
及
を
図
っ
て
い
た
だ
き
た
い
も
の
で
あ

る
。 

 （
※
）Co

e
fficie

n
t o
f P
e
rfo
rm
a
n
ce

の
略
で
、
消
費
電
力
一
キ
ロ
ワ
ッ
ト
あ
た
り
の
冷
暖
房
能
力

（
キ
ロ
ワ
ッ
ト
）
を
表
し
た
も
の
。
値
が
大
き
い
ほ
ど
エ
ネ
ル
ギ
ー
効
率
が
良
い
と
い
え
る
。 
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